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令和５年１２月２７日  

え り も 町  

 

えりも町のコンブ漁場におけるＪブルークレジットの認証・発行 

 

 

 

 

※国立研究開発法人 海上・港湾・空港技術研究所、（公財）笹川平和財団などをメンバーとして

2020年7月設立。海洋・沿岸域の保全・再生・活用などブルーエコノミー事業の活性化を図るの

に必要な技術開発、制度設計、技術指導を担う組織。 

詳細：JBEﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.blueeconomy.jp/ 

 

・プロジェクト名称 

「昭和から続く北海道えりもの天日干し日高コンブの生産と藻場再生による CO2吸収」 

申請者/実施者：えりも町、えりも漁業協同組合、えりも岬の緑を守る会 

※詳細については別添資料を参照願います。 

 

・大西町長コメント 

『ブルーカーボンの取組は、環境対策としてはもちろんのこと、漁業、観光、教育の視点でも

大きな可能性を感じています。11月に児童生徒 10人が参加した「子ども議会」においても、

ブルーカーボンについての質疑が行われました。この認証を契機に、ブルーカーボンの取組

が拡大できるのではと期待しています。』 

 

【お問合せ・担当窓口】 

えりも町役場 産業振興課 水産係  電話番号：01466-2-4624 

ファクシミリ：01466-2-2797 

E-mail: erimo-sangyou@town.erimo.lg.jp 

【Ｊブルークレジットに関するお問合せ窓口】 

   ジャパンブルーエコノミー技術研究組合（JBE） 桑江 朝比呂 

電話番号：046-844-5046 

E-mail: kuwae@blueeconomy.jp 

えりも町沿岸域では、豊かなコンブ漁場を守るため、雑海藻駆除が実施されております。

本年、北海道大学情報科学研究院、寒地土木研究所や北海道開発局の協力を頂き、雑海藻

駆除によるCO2吸収量の増加の調査を行い、ジャパンブルーエコノミー技術研究組合※へＪ

ブルークレジットの申請をしたところ、60.4t-CO2が認証（申請:70.6t-CO2）されました。 
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